
JP 2016-45659 A5 2016.8.12

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年8月12日(2016.8.12)

【公開番号】特開2016-45659(P2016-45659A)
【公開日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-020
【出願番号】特願2014-168796(P2014-168796)
【国際特許分類】
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２１Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２１Ｂ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２４Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２４Ｂ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２６Ｇ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２６Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月22日(2016.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗員に通知を行なう通知手段（５，６，７）を有する自車両（１）に搭載され、前記通
知手段に対して他車両に関する前記通知の通知信号を出力する車両用通知装置であって、
　前記自車両が車線変更可能な道路に存在しているか否かを判定する判定手段（Ｓ２０，
Ｓ２２０）と、
　前記判定手段により肯定判定が下された場合に、前記自車両と前記他車両との距離（Ｌ
ｐ，Ｌｆ）と、前記他車両の前記自車両に対する相対速度（Ｖｒｐ，Ｖｒｆ）とに基づい
て、前記通知信号の有無を決定する通知決定手段（Ｓ３０，Ｓ５０，Ｓ２５０）と、を備
え、
　前記通知決定手段は、
　前記自車両よりも後方の前記他車両が異なる車線に存在する場合であっても、前記自車
両用よりも前方の前記他車両が同じ車線に存在しない場合、前記後方の他車両との前記距
離及び前記相対速度に拘らず、前記通知信号を無しと決定することを特徴とする車両用通
知装置。
【請求項２】
　前記通知決定手段（Ｓ３０，Ｓ５０）は、
　前記距離が設定距離（Ｌｐｓ，Ｌｆｓ）よりも大きい場合において、前記距離と前記相
対速度に基づいて算出される余裕時間（Ｔｐ，Ｔｆ）が設定時間（Ｔｐｓ，Ｔｆｓ）以下
の場合、前記通知信号を有りと決定することを特徴とする請求項１に記載の車両用通知装
置。
【請求項３】
　前記通知決定手段（Ｓ２５０）は、
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　前記距離（Ｌｆ）が設定距離（Ｌｆｓ）以下の場合に、前記通知信号を有りと決定し、
　前記距離が前記設定距離よりも大きい場合において、前記相対速度（Ｖｒｆ）が所定速
度（Ｖｒｆｓ）以上の場合、前記通知信号を有りと決定することを特徴とする請求項１又
は２に記載の車両用通知装置。
【請求項４】
　前記自車両が有し、前記乗員により運転操作される操作部（４）の操作と、前記距離（
Ｌｆ）と、前記相対速度（Ｖｒｆ）とに基づいて、前記通知の方法及び内容を選択する通
知選択手段（Ｓ６０）を備えることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
車両用通知装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、乗員に通知を行なう通知手段（５，６，７）を有する自車両（１）に搭載さ
れ、通知手段に対して他車両に関する通知の通知信号を出力する車両用通知装置であって
、
　自車両が車線変更可能な道路に存在しているか否かを判定する判定手段（Ｓ２０，Ｓ２
２０）と、
　判定手段により肯定判定が下された場合に、自車両と他車両との距離（Ｌｐ，Ｌｆ）と
、他車両の自車両に対する相対速度（Ｖｒｐ，Ｖｒｆ）とに基づいて、通知信号の有無を
決定する通知決定手段（Ｓ３０，Ｓ５０，Ｓ２５０）と、を備え、
　通知決定手段は、
　自車両よりも後方の他車両が異なる車線に存在する場合であっても、自車両用よりも前
方の他車両が同じ車線に存在しない場合、後方の他車両との距離及び相対速度に拘らず、
通知信号を無しと決定することを特徴とする。
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